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検
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体
制
の
拡
充 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
拡
大
が
続
き
、
久
喜
市
内
10
月
８

日
現
在
の
感
染
者
数
は
延
べ
53
名
。

▲
熱
が
出
る
と
「
コ
ロ
ナ
か
な
」
と

心
配
で
す
が
、
実
際
に
発
熱
し
た

ら
、
ま
ず
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
先

生
に
電
話
で
相
談
。
診
察
の
結
果
、

PCR
検
査
が
必
要
と
判
断
に
至
っ
た

方
は
検
査
と
な
り
ま
す
。
▲
現
在
は

南
埼
玉
郡
市
医
師
会
と
北
葛
北
部

医
師
会
が
合
同
で
「
検
査
セ
ン
タ

ー
」
が
開
設
さ
れ(

場
所
は
非
公
開) 

帰
国
者
接
触
者
外
来
セ
ン
タ
ー
や

同
等
の
医
療
施
設
も
合
わ
せ
て
15

箇
所
で
PCR
検
査
体
制
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
▲
検
査
の
結
果
、
陽
性
の

方
は
埼
玉
県
に
通
知
さ
れ
、
無
症
状

で
も
隔
離
入
院
な
ど
の
対
応
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
▲
埼
玉
県
で
は
コ

ロ
ナ
感
染
病
床
の
増
設
を
進
め
１

４
０
０
床
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

▲
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
は
見
分
け
る
こ
と
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
「
基
本
65
歳
以
上
の
方

は
無
料
」
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
10

月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
。
▲
PCR

検
査
は
、
感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活

動
を
両
立
さ
せ
る
上
で
最
大
の
カ

ギ
で
す
。
感
染
の
震
源
地
を
明
ら
か

に
し
医
療
機
関
や
介
護
・
福
祉
施
設

な
ど
、
計
画
的
な
大
規
模
検
査
体
制

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。   

(

i) 

 

安
保
法
制
の
強
行
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
な
ど
安
倍
政
治
の

行
き
詰
ま
っ
た
施
策
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
へ
の

反
省
が
な
く
「
継
承
・
発
展
」

を
唱
え
る
菅
総
理
で
は
、
新

し
い
政
治
へ
の
転
換
を
求
め

る
国
民
の
期
待
に
は
応
え
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。 

菅
政
権
の
本
質
が
明
ら
か
に 

菅
総
理
の
具
体
的
な
初
仕

事
が
、
日
本
学
術
会
議
が
推

薦
し
た
会
員
候
補
を
任
命
拒

否
し
た
こ
と
で
す
。 

日
本
学
術
会
議
は
、
戦
前
、

科
学
者
ら
が
侵
略
戦
争
に
協
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菅
政
権
で
政
治
は
変
わ
る
か 

安
倍
総
理
が
辞
任
し
菅
政
権
が
誕

生
。
菅
総
理
が
目
指
す
国
の
政
治

の
あ
り
方
は
「
安
倍
政
治
の
継

承
・
発
展
」
と
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
を
唱
え
る
２
つ
で
す
。 

菅
総
理
が
積
極
的
に
主
導
し
て

来
た
安
倍
政
治
は
「
森
友
・
加
計
・

桜
を
見
る
会
」
な
ど
政
治
の
私
物

化
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
格
差

の
拡
大
。
海
外
派
兵
に
道
を
開
く

力
し
た
苦
い
経
験
か
ら
、
独
立
性

を
持
つ
科
学
者
を
代
表
す
る
機

関
で
、
学
術
会
議
法
で
「
高
度
の

自
主
性
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
法
に
基
づ
き
任

命
拒
否
し
た
こ
と
は
１
度
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
「
任
命

拒
否
」
は
、
学
術
会
議
全
体
の

問
題
で
あ
り
、
学
問
の
自
由
を

侵
害
す
る
憲
法
違
反
の
暴
挙

で
す
。
菅
政
権
の
「
強
権
政
治
」

が
早
く
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。 

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と
は 

政
治
本
来
の
仕
事
で
あ
る

公
的
責
任
を
放
棄
し
、
自
己
責

日
本
共
産
党
は
、
衆
議
院
予
定

候
補
者
を
発
表
し
ま
し
た
。 

比
例
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表 

衆
議
院
議
員 

元
衆
議
院
議
員 

塩
川 

鉄
也 

 

梅
村 

さ
え
こ 

    埼
玉
１３
区 

 
 

埼
玉
１４
区 

予
定
候
補 

 

予
定
候
補 

赤
岸 

ま
さ
は
る 

 

田
村 

勉 

 

首相指名選挙 

日本共産党 共闘の前進願い枝野代表に投票 

菅新内閣発足後、「安倍政治の継承」を掲げ早期の
解散・総選挙も狙っていることに対し、「次の総選挙
で政権交代を」と本気の「市民と野党の共闘」「野党
連合政権」を実現しようとする動きが急速に進められ
ています。 
 立憲民主党の枝野代表は自民党を「新自由主義」政
党と位置づけ、「自助」を最優先する新政権を変えよ
うと呼びかけ、衆議院選挙で日本共産党と全国で選挙
協力することを表明しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 埼玉県内の全区に設置されている「市民連合」でも、
これらの提起を受け、１３区連絡会ではすでに発表さ
れている候補予定者や政党に対し、15項目を前提にど
のような政策を訴え選挙に臨むのか申し入れること
になっています。１４区では独自候補を擁立し野党統
一候補になるようめざしています。立憲主義・民主主
義・平和主義の回復を一時も早く実現するため、市民
と野党との本気の共闘が今こそ求められます。  
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久
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任
を
押
し
付
け
る
も
の
で
、
政

治
を
進
め
る
者
が
言
う
べ
き
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
事

業
が
行
き
詰
ま
り
、
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
国
民

に
「
ま
ず
自
分
で
や
っ
て
み
る
」

で
は
、
国
民
の
苦
難
は
解
決
し

ま
せ
ん
。 

日
本
共
産
党
の
提
案 

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
と
消
費
税

１０
％
増
税
で
苦
し
ん
で
い
る

国
民
に
対
し
政
治
が
や
る
べ
き

こ
と
は
、
消
費
税
の
減
税
な
ど

「
公
」
の
責
任
を
果
た
す
こ
と

で
す
。
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
政

治
実
現
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

「安保法制の廃止
と立憲主義の回復
を求める市民連
合」（市民連合）も
野党に対し、15項
目の要望書を送
り、本格的な野党
共闘で闘う初めて
の総選挙勝利を呼
びかけました。 

 


